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�◇
老
齢
基
礎
年
金

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保

険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
を

合
わ
せ
原
則
と
し
て
二
五
年
以

上
あ
る
方
が
、　

歳
か
ら
受
け

６５

ら
れ
ま
す
。
希
望
に
よ
り　

歳
６０

か
ら　

歳
の
繰
上
げ
受
給
ま
た

６４

は
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
繰

６６

７０

下
げ
受
給
も
で
き
ま
す
。

◇
障
害
基
礎
年
金

　

加
入
中
ま
た
は　

歳
前
の
病

２０

気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
方
が
、
障
害
の

程
度
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
保
険
料
の
納
付
要
件
が
あ
り

ま
す
。

◇
遺
族
基
礎
年
金

　

加
入
者
ま
た
は
受
給
権
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
子
（　

歳
未

１８

満
か　

歳
未
満
で
障
害
基
礎
年

２０

金
の
一
級
か
二
級
の
程
度
に
該

当
）
の
い
る
妻
ま
た
は
子
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
要
件
が
あ
り

ま
す
。

�◇
寡
婦
年
金

　

第
一
号
被
保
険
者
の
納
付
済

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

国
民
年
金
の
魅
力

国
民
年
金
な
ら
で

は
の
制
度
も

み
期
間
が
二
五
年
以
上
あ
る
夫

が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
妻
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
婚
姻
期
間
が
一
〇
年
以
上
あ

り
、
そ
の
夫
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
と
き
。

◇
死
亡
一
時
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
方

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な

っ
た
と
き
、
生
計
を
同
じ
に
し

て
い
た
遺
族
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

��
自
営
業
者
、
学
生
、
ア
ル
バ

イ
ト
の
人
な
ど
（
第
一
号
被
保

加
入
す
る
ひ
と
は

険
者
）
…
月
額
一
万
三
三
〇
〇

円�
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
（
第

二
号
被
保
険
者
）
…
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

�
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
第
三

号
被
保
険
者
）
…
個
人
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

�
日
本
国
籍
を
持
ち
、
外
国
に

住
む　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

２０

６５

や
、
日
本
に
住
む　

歳
以
上　

６０

６５

歳
未
満
の
人
な
ど
（
任
意
加
入

被
保
険
者
）
…
月
額
一
万
三
三

〇
〇
円

��
納
付
期
限
は
翌
月
末
日

納
付
を
お
忘
れ
な

く

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
障
害
を
持
っ
た
と
き
な
ど
の
万
一
の
保
障
も
備
え

た
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
魅
力
と
利
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

―
―
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金
課
へ
。

�
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
先

が
国
に
変
わ
り
ま
す

▽
納
付
に
つ
い
て

　

法
律
改
正
に
よ
り
、　

年
４

１４

月
分
の
保
険
料
か
ら
、
国
（
社

会
保
険
庁
）
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

区
市
町
村
窓
口
で
の
お
支
払

い
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
市
町
村
か
ら
お
送

り
し
た
納
付
書
は
、　

年
５
月

１４

１
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

▽
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は

　

現
在
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
、　

年
４
月
分
以
降
の
保

１４

険
料
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
口

座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、　

年
２
月 
頃 
に
、
社

ご
ろ

１４

会
保
険
庁
か
ら
確
認
の
た
め
の

通
知
が
届
き
ま
す
。

�
第
三
号
被
保
険
者
関
係
の
届

出
方
法
が
か
わ
り
ま
す

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
妻

２０

６０

（
夫
）
は
国
民
年
金
の
第
三
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
第
三
号
被
保
険
者
関

係
の
届
出
は
被
保
険
者
本
人
が

区
市
町
村
の
窓
口
で
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、　

年
４

１４

月
以
降
は
配
偶
者
の
勤
務
す
る

事
業
所
の
事
業
主
を
経
由
し
て

届
け
出
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。

�
半
額
免
除
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
す

　

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
料
の
全
額
を
免
除
す
る
制

度
の
他
に
、
保
険
料
の
半
額
を

免
除
す
る
制
度
が　

年
４
月
か

１４

ら
導
入
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
免

除
の
基
準
と
な
る
所
得
額
は
政

令
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
一
〇
年
以
内
で
あ

れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
追
納
し
な
け
れ
ば
、
老

齢
基
礎
年
金
の
額
は
全
額
納
め

た
場
合
の
三
分
の
二
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

�
夜
間
部
な
ど
の
学
生
も
対
象

に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
定
時
制
課
程
な
ど
の
学
生

（
高
等
学
校
の
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
、
大
学
・
短
期

大
学
の
夜
間
の
学
部
の
学
生
ま

た
は
大
学
・
短
期
大
学
の
通
信

課
程
の
学
生
な
ど
）
に
つ
い
て

も
、　

年
度
か
ら
対
象
と
な
り

１４

ま
す
。

�
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
手
続

き
窓
口
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

す
　

第
三
号
被
保
険
者
期
間
を
有

す
る
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所

で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
国
民
年
金
課

で
請
求
手
続
き
が
で
き
る
の
は

第
一
号
被
保
険
者
期
間
の
み
を

有
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

国
民
年
金

も
し
も
の
と
き
に
、
老
後
の
備
え
に
、
知
っ
て
て
安
心

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期

限
は
翌
月
末
日
で
す
。
忘
れ
ず

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

�
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
　

口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
で

お
支
払
い
に
な
る
と
、
手
間
が

か
か
ら
ず
納
め
忘
れ
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
国
民
年
金

課
の
窓
口
で
。

�
納
付
が
困
難
な
時
は

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
の
理
由

で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免

除
制
度
（
所
得
制
限
あ
り
）
が

あ
り
ま
す
の
で
未
納
の
ま
ま
に

せ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
学
生
（
昼
間
部
）
の
方
は

　

昼
間
部
の
大
学
・
短
大
お
よ

び
学
校
法
人
の
専
門
学
校
の
学

生
で
本
人
の
収
入
が
約
一
三
三

万
円
以
下
の
方
は
、
申
請
（
毎

年
度
）
に
よ
り
納
付
を
猶
予
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

��
　

す
べ
て
の
国
民
に
共
通
す
る

「
基
礎
年
金
」
を
支
給
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
運
営
し
、
そ
の
た
め

に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
の
三
分

国
民
年
金
の 

大
き
な
メ
リ
ッ
ト

�
国
に
よ
る
運
営
と

負
担

の
一
は
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
。

�
　
　

歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

６５
一
般
の
個
人
年
金
と
異
な
り
、

生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
二

五
年
以
上
必
要
で
す
（
免
除

期
間
な
ど
を
含
む
）。

�
終
身
年
金

�
　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

�
税
金
控
除
の
対
象

に

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国国
民民
年年
金金
保保
険険
料料
のの

納納
付付
先先
なな
どど
がが
変変
更更
にに

　

年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら

１４１４

�
年
金
相
談
の 

お
知
ら
せ

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午

１１

３０

前　

時
〜
午
後
４
時
【
会

１０
場
】
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
ま

た
は
二
階
国
民
年
金
課

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年

金
課
へ
。

〈納期どおり納付した場合の申告額〉
年金額を増やせる
付加込み保険料定額保険料納付方法

１３７００円×１２カ月
＝１６４,４００円

１３３００円×１２カ月
＝１５９,６００円

１２年１２月分～
１３年１１月分毎月納付

１６１,４８０円１５６,７７０円１３年４月分～
１４年３月分１年前納

８１,５３０円７９,１５０円１３年４月分～
１３年９月分

６カ月前納
８１,５３０円７９,１５０円１３年１０月分～

１４年３月分
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１　

区
の
住
宅
を
取
り

巻
く
現
状

　

区
の
人
口
は
約
五
二
万
人

で
、　

〜　

歳
代
前
半
の
年
齢

２０

３０

階
層
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
高
齢
化
は
着
実
に

進
行
し
て
お
り
、総
人
口
の　

・
１６

５
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
世
帯

総
数
は
約
二
七
万
世
帯
で
、
今

後
も
核
家
族
や
単
身
世
帯
の
増

加
が
続
き
、
世
帯
数
は
増
え
て

い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
度
の
住
宅
・
土
地
統
計

１０
に
よ
れ
ば
、
居
住
世
帯
の
あ
る

住
宅
総
数
は
約
二
四
万
七
〇
〇

〇
戸
で
、
今
後
は
世
帯
数
の
増

加
な
ど
か
ら
住
宅
数
も
増
え
て

い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
民
営
借
家
が
全
体
の

六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。一
方
、

近
年
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供

給
量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

２　

住
宅
施
策
の
課
題

　

住
宅
を
取
り
巻
く
状
況
と
今

後
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
す

え
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改

定
に
当
た
っ
て
の
主
要
課
題
を

次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
き
ま

す
。

�
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
構

成
の
確
保
と
住
宅
の
か
か
わ
り

�
高
齢
者
や
障
害
者
の
こ
れ
か

ら
の
住
ま
い
・
居
住
支
援

�
民
間
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
支

援
・
誘
導

�
新
し
い
住
ま
い
方
や
住
ま
い

づ
く
り
へ
の
支
援

�
公
的
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効

活
用
に
向
け
た
計
画
の
策
定

３　

住
宅
施
策
の
目
標

と
施
策
展
開
の
方
向

　

今
回
の
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
住
宅
施
策
の
目
標
を

「
と
も
に
つ
く
り　

と
も
に
暮

ら
す　

す
ぎ
な
み
の
い
え
・
ひ

と
・
ま
ち
」
と
し
、
区
民
・
事

業
者
及
び
区
が
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
、
良
好
な
環
境
の
下
で

良
質
な
住
宅
を
確
保
し
、
一
人

ひ
と
り
が
ゆ
と
り
あ
る
住
生
活

を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
の
住
宅

施
策
を
下
の
体
系
図
を
基
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
取
組
み
は
次
の
と
お
り

で
す
。

�
良
質
な
公
的
賃
貸
住
宅
の
確

保
と
ス
ト
ッ
ク
活
用

○
今
後
の
公
的
賃
貸
住
宅
の
需

要
を
把
握
し
、
既
存
住
宅
の
有

効
活
用
と
必
要
な
住
宅
戸
数
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

○
都
営
住
宅
や
公
団
・
公
社
の

住
宅
団
地
の
建
替
え
に
あ
た
っ

て
は
、
区
民
の
方
の
需
要
に
応

じ
た
住
戸
の
整
備
や
地
元
割
当

枠
の
確
保
な
ど
の
要
請
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

�
良
質
な
民
間
住
宅
の
整
備
誘

導○
健
康
や
周
辺
環
境
へ
の
影
響

な
ど
、
住
宅
の
内
と
外
、
人
や

環
境
へ
配
慮
し
た
住
宅
の
普
及

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
区
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

実
態
を
調
査
し
、
管
理
の
適
正

化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

�
高
齢
者
や
障
害
者
の
居
住
継

続
の
支
援

○
高
齢
者
や
障
害
者
の
安
定
し

た
居
住
継
続
の
た
め
、
公
的
住

宅
を
確
保
す
る
取
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

○
高
齢
者
が
民
間
賃
貸
住
宅
に

入
居
し
や
す
く
す
る
た
め
、
身

元
保
証
制
度
の
確
立
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

○
住
宅
と
保
健
・
医
療
・
福
祉

が
連
携
し
た
住
ま
い
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

�
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
に
よ

る
住
ま
い
づ
く
り
の
支
援

○
安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業

な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
の
個
性
あ
る
住
宅
文
化

を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め

の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
地
区
特
性
に
応
じ
た
住
宅
市

街
地
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

　

８
年
度
に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
か
ら
、
五
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に

区
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況

及
び
住
宅
事
情
も
変
化
し
、
住

宅
市
場
の
動
向
へ
の
対
応
も
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

区
の
基
本
構
想
で
あ
る
「
杉

並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、

２１

住
宅
施
策
に
つ
い
て
「
住
宅
の

あ
り
方
を
都
市
計
画
・
福
祉
・

教
育
な
ど
多
面
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
と
ら
え
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
良
質
な

住
宅
の
供
給
や
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
活
用
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、

行
政
は
区
民
、
事
業
者
と
適
切

に
役
割
を
分
担
し
、
区
民
、
事

業
者
に
対
す
る
支
援
・
誘
導
を

進
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
区
の

住
宅
に
関
す
る
「
い
ま
」
を
様

々
な
角
度
か
ら
調
査
し
、
現
状

に
即
し
た
「
こ
れ
か
ら
」
の
住

宅
施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
中
間
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

�
　

「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中

間
素
案
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・

意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、　

年
３

１４

月
に
最
終
計
画
と
し
て
公
表
す

る
予
定
で
す
。

　

ご
意
見
・
ご
感
想
は
、　

月
１２

　

日
�
ま
で
に
、
住
宅
課
へ
。

２８
　

素
案
に
つ
い
て
は
、
住
宅
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、　
１２

月
１
日
か
ら
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

杉
並
区
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
平
成　

〜　

年
度
）の
中
間
素

１３

２２

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。　　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
住
宅
課
へ
。

と
も
に
つ
く
り

と
も
に
つ
く
り　
と
も
に
暮
ら
す

と
も
に
暮
ら
す　
す
ぎ
な
み
の

す
ぎ
な
み
の

い
え
・
ひ
と
・
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

い
え
・
ひ
と
・
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

い
え
・
ひ
と
・
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

い
え
・
ひ
と
・
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



NO.1575　 平成１３（２００１）年１１月２１日（水曜日）●３

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

これまでの検討状況と今後の予定　条例名（仮称）

　８月に懇談会が始まりました。現在、自治の原則や条
例の位置付けなどについて月１回ペースで検討していま
す。１４年２月には中間のまとめを行い、その後インター
ネットや区民フォーラムなどにより、皆さんの意見をお
聴きする予定です。

自 治 基 本 条 例

　９月末に中間のまとめを行い、１０月に「広報すぎなみ」
や区ホームページで公表するとともに、区民の集いを開
催して、意見をお聴きしました。これらをもとに今月中
に提言をまとめ、区長に報告する予定です。

地域活動支援条例

　８月に懇談会が始まりました。現在まちづくりへの参
加と合意形成の手続などについて、検討を進めています。
１２月にはシンポジウムを開催し、検討状況をお知らせす
るとともに、皆さんの意見をお聴きする予定です。

まちづくり条例

　９月末に中間のまとめを行い、「広報すぎなみ」や区ホ
ームページで公表しました。皆さんから寄せられた意見
をもとに今月中に提言をまとめ、区長に報告書を提出す
る予定です。

防災対策基本条例

　

環
境
博
覧
会
す
ぎ
な
み
２

０
０
１
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ

れ
た
「
杉
並
ご
み
会
議
」
で

は
、
ご
み
問
題
に
対
す
る
議

論
が
行
わ
れ
、
会
議
の
終
わ

り
に
提
言
が
読
み
上
げ
ら
れ

区
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
は
、
７
月
に
各

地
域
ご
と
に
開
催
さ
れ
た

「
地
域
別
杉
並
ご
み
会
議
」

で
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り
の

意
見
を
、
公
募
区
民
に
よ
る

企
画
運
営
委
員
会
が
集
約
し

た
も
の
が
土
台
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

内
容
は
、
ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
「
区

民
が
で
き
る
こ
と
」、「
区
役

所
に
期
待
す
る
こ
と
」、「
事

業
者
に
期
待
す
る
こ
と
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
区
民
向
け
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
広
く
お
知

ら
せ
す
る
と
同
時
に
、
検
討

状
況
や
実
施
状
況
な
ど
を
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
へ
の
要
請

は
、
業
界
全
体
に
伝
え
る
も

の
や
区
内
の
商
店
に
お
知
ら

せ
す
る
も
の
な
ど
を
精
査
し

て
働
き
か
け
ま
す
。

提
言
の
概
要

◇
区
民
に
で
き
る
こ
と

▽
ご
み
の
発
生
抑
制
を
や
っ

て
み
る

・
不
要
な
も
の
や
過
剰
包
装

な
ど
ご
み
に
な
る
も
の
は
買

わ
な
い
よ
う
心
が
け
よ
う
。

・
買
い
物
に
は
、
使
い
終
わ

っ
た
レ
ジ
袋
、
風
呂
敷
、
手

作
り
の
袋
な
ど
「
マ
イ
バ
ッ

グ
」
を
持
っ
て
行
く
。

・
対
面
販
売
で
量
り
売
り
や

バ
ラ
売
り
し
て
く
れ
る
お
店

な
ど
ま
ち
の
商
店
を
利
用
し

よ
う
。

▽
ご
み
を
減
量
し
て
み
る

・
面
倒
が
ら
ず
に
分
別
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
再
使
用
で
き

る
も
の
は
回
収
に
出
そ
う
。

・
生
ご
み
や
落
ち
葉
を 
堆  
肥 

た
い 
ひ

化
し
て
み
よ
う
。

▽
ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
み
ん

な
で
守
ろ
う

・
分
別
を
き
ち
ん
と
す
る
。

収
集
日
や
時
間
を
守
る
。
集

積
所
は
み
ん
な
で
き
れ
い

に
。
気
持
ち
よ
く
使
う
た
め

の
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で
確
認

し
よ
う
。

・
ご
み
を
フ
タ
つ
き
容
器
で

排
出
す
る
こ
と
を
見
直
し
て

み
よ
う
。
カ
ラ
ス
対
策
に
も

有
効
。

▽
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
み
ん
な
で
勉
強
し
よ
う

・
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
行

動
し
よ
う
。

◇
区
役
所
に
期
待
す
る
こ
と

▽
ご
み
の
出
し
方
を
は
じ

め
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
を

提
供
す
る

▽（
仮
称
）エ
コ
リ
ー
ダ
ー
を

設
置
し
て
ほ
し
い

▽
事
業
者
に
よ
る
回
収
・
処

理
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

◇
事
業
者
に
期
待
す
る
こ
と

▽
ご
み
の
発
生
抑
制
・
減
量

を
進
め
て
ほ
し
い

▽
事
業
者
に
よ
る
回
収
・
処

理
を
行
っ
て
ほ
し
い　

な
ど

　

詳
細
版
・
問
い
合
わ
せ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
。

区では、「みどりの都市」杉並を、区民と行政のパートナーシップ（協働）で

 創 りだして行くための仕組みとして、４つの条例（自治基本条例、地域活動
つく

支援条例、まちづくり条例、防災対策基本条例。いずれも仮称）を制定する

こととしました。現在、区民参加の懇談会では、条例に盛り込む内容につい

て検討を進めており、地域活動支援条例と防災対策基本条例については、ま

もなく区長に報告書を提出する予定です。 ――問い合わせは、企画課へ。

「
杉
並
ご
み
会
議
」か
ら
の
提
言

条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが条例の検討が
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす進んでいます

検討の状況（右上表）

▽区民アンケートの結果
　４つの条例の各懇談会の検討に、より多くの区民の皆さんの意見を反
映するため、「広報すぎなみ」９月１日号で「区民アンケート」を実施
し、２６３人から回答がありました。以下の各表の結果となっています。
集計結果は各懇談会に報告しています。

参画と協働を推進するための

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　各懇談会の検討の概要や会議録は区ホーム

ページに掲載していますので、ご意見、ご感

想をお寄せください。
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�
　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
子
ど

１０

１４

も
た
ち
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歌
や

ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
清
ら
か
に

歌
い
上
げ
ま
す
。

　

収
益
の
一
部
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
難
民
救
援
と
区
内
の

子
ど
も
の
た
め
の
施
設
へ
寄
付

し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１４

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
出
演
】

２３

１５

ワ
ル
シ
ャ
ワ
少
年
合
唱
団
【
構

成
】
第
一
部
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

世
界
の
歌
／
第
二
部
＝
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
【
入
場
料
】
全

席
一
〇
〇
〇
円

　

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
や
問
い
合

わ
せ
は
、
す
ぎ
な
み
ア
ル
フ
ァ

芸
術
協
会
�
３
３
３
１
‐
４
７

０
８
／
む
さ
し
の
ア
ル
フ
ァ
芸

�
天
使
の
歌
声 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
少
年
合
唱
団

来
日
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

術
協
会
�
０
４
２
２
‐
４
３
‐

３
９
８
５
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
の 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

区
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
子
（
小
学
生
以
下
）
を
対

象
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し

ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

２３

１
時
〜
３
時　

分
【
会
場
】
阿

３０

佐
谷
南
児
童
館
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―
８
）【
内
容
】人
形
劇
、サ

１４
ン
タ
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ケ

ー
キ
カ
ッ
ト
な
ど
【
定
員
】
八

〇
名
【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
お

子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
・
性
別

も
書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

１０

ま
で
に
杉
並
区
母
子
寡
婦
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
・
鳥
海
悦（　
１６７

‐
０
０
３
４
桃
井
１
―　

―
２
）

２５

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
鳥

海
�
３
３
９
０
‐
０
５
８
６
へ
。

柿
の
木
の
管
理
と
収
穫

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

井
草
柿
の
木
果
樹
園
（
井
草

３
―　

）
で
年
間
を
通
し
て
柿

１９

の
木
を
管
理
し
、
秋
に
は
収
穫

を
楽
し
め
ま
す
。

　

【
利
用
期
間
】　

年
１
月
〜

１４

　

年　

月（
二
年
間
）【
内
容
】▽

１５

１２

草
取
り
＝
３
月
〜　

月
（
月
二

１１

回
）
▽ 
剪 
定
＝
２
月
上
旬
▽
摘

せ
ん

果
＝
７
月
上
旬
▽
収
穫
・
溝
掘

り
＝　

月
上
旬
▽
施
肥
・
埋
め

１１

戻
し
＝　

月
中
旬
【
対
象
】
区

１２

内
在
住
の
三
人
か
ら
一
〇
人
の

家
族
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
（　

歳
２０

以
上
の
方
が
一
人
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
）【
定
員
】
四
五
組
【
利

用
条
件
】
�
区
が
主
催
す
る
講

習
会
に
参
加
し
、
果
樹
の
生
育

に
必
要
な
作
業
を
行
う
こ
と

（
講
習
会
の
日
時
は
通
知
し
ま

す
）
�
指
定
さ
れ
た
場
所
の
草

取
り
を
定
期
的（
月
二
回
程
度
）

に
行
う
こ
と
【
参
加
費
】
無
料

（
傷
害
保
険
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
一
組
一
枚
）
に
、「
果
樹
園
利

用
希
望
」
と
明
記
し
、
利
用
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
年
齢
、
代
表
者
の
電
話
番

号
・
返
信
用
の
宛
先
を
書
い
て
、

　

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１２

１０

に
都
市
農
業
係
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
他
人
名
義
や
一
組
二
通
以
上

の
申
し
込
み
は
無
効
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

展
示
会

　

杉
並
区
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
・
区
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
「
明
る
い
選
挙
」
を
め
ざ
し

て
、
区
内
の
小
・
中
学
生
・
高

校
生
を
対
象
に
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、
六
四

点
の
入
選
な
ど
受
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

【
日
時
・
会
場
】
右
下
表
の

と
お
り

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
。

人
権
パ
ネ
ル
展

　
　

月
の
「
人
権
週
間
」
に
先

１２
立
ち
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
が
楽
し
く
花

を
育
て
て
い
る
写
真
や
人
権
作

文
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
〜　

１１

２６

２９

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
前　

時
開
始
。　

２６

１１

２９

日
は
午
後
３
時
終
了
）【
会
場
】

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談

課
へ
。学

校
給
食
展
示
会

　

【
日
時
】　

月
７
日
�
午
前

１２

　

時
〜
午
後
５
時
【
会
場
】
井

１０草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

）【
内
容
】
�
学

２２

校
給
食
に
関
す
る
展
示
（
学
校

給
食
の
実
物
、
食
器
の
変
遷
、

児
童
・
生
徒
の
作
品
、
栄
養
士

の
研
究
発
表
な
ど
）
�
栄
養
士

に
よ
る
実
験
教
室
�
栄
養
士
に

よ
る
手
作
り
う
ど
ん
の
実
習
と

試
食
（
午
後
２
時
）
�
試
食
＝

当
日
の
学
校
給
食
の
献
立
か
ら

（
午
後
０
時　

分
〜
１
時　

３０

３０

分
。
当
日
午
前　

時
か
ら
試
食

１０

券
を
配
布
。
無
く
な
り
次
第
終

了
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
給
食

係
へ
。

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

【
日
時
】　

月
６
日
�
午
前

１２

　

時
〜　

時　

分【
集
合
場
所
】

１０

１１

３０

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井

草
３
―
８
―　

）【
コ
ー
ス
】
上

１９

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
↓
石
神
井

公
園
【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
集
合
場
所

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
電
話
で
同

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐

１
２
１
２
へ
。

※
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

�
　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る

陸
海
の
交
易
ル
ー
ト
。今
回
は
、

そ
の
海
の
道
を
主
に
陶
磁
器
や

金
属
器
、
ガ
ラ
ス
製
品
を
中
心

に
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
、
東

西
文
明
交
流
の
あ
と
を
た
ど
り

ま
す
。（
区
共
催
）

　

【
日
時
】　

月
７
日
�
午
後

１２

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
中
近
東

文
化
セ
ン
タ
ー
（
三
鷹
市
大
沢

３
―　

―　

）【
内
容
】
同
セ
ン

１０

３１

タ
ー
研
究
員
・
岡
野
智
彦
さ
ん

に
よ
る
常
設
展
示
品
の
説
明
と

同
展
示
品
の
解
説
【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

�
ユ
ネ
ス
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
宝
物
展

【
定
員
】
四
〇
名
【
参
加
費
】

五
〇
〇
円
（
た
だ
し
、
交
通
費

は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

１１

２８

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）へ
。

２２

３２

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
７
日
�
午
後

１２

１
時　

分
〜
３
時　

分【
内
容
】

３０

３０

冬
野
菜
を
使
っ
た
お
い
し
い
減

塩
食
の
ポ
イ
ン
ト（
試
食
あ
り
）

【
参
加
費
】
無
料
【
会
場
】
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）【
対
象
】
区
内

２４

１５

在
住
の
方
【
定
員
】
三
〇
名

（
先
着
順
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ
。

生
き 
活 
き
ス
ト
レ
ッ
チ

い

健
康
講
座

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１３

　

時
〜
午
後
１
時
【
会
場
】
上

１１井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
小
体

育
室
（
上
井
草
３
―　

―
１
）

３４

【
内
容
】ス
ト
レ
ッ
チ
体
操【
講

師
】
運
動
指
導
士
・
児
玉
美
幸

さ
ん
【
定
員
】
三
〇
名
（
先
着

順
）【
参
加
費
】
無
料
【
服
装
・

持
ち
物
】
運
動
で
き
る
服
装
・

室
内
用
運
動
靴
持
参

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

　

月　

日
ま
で
に
電
話
で
上
井

１２

１２

草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４

�
減
塩
料
理
教
室 

寒
さ
に
向
か
っ
て
血
管

に
や
さ
し
い
う
す
味
に

‐
１
２
１
２
へ
。

�
　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

表
の
と
お
り
【
会
場
】
上
井
草

保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―

８
―　

）【
定
員
】
三
〇
名
（
先

１９

着
順
）【
参
加
費
】
無
料
【
持
ち

物
】　

日
は
歯
ブ
ラ
シ
持
参

１１

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

　

月
３
日
ま
で
に
電
話
で
上
井

１２草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４

‐
１
２
１
２
へ
。

�
　

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

て
み
よ
う
」
と
い
う
方
を
対
象

に
、
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
病
院
内
で
活
動
を
続

け
て
い
る
武
田
冨
乃
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
車
イ

ス
体
験
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
今
か
ら

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
緒

に
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１５

１
時　

分
〜
４
時
【
会
場
】
杉

３０

�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

先
手
必
勝
歯
周
病
予
防

教
室

�
は
じ
め
て
み
よ
う
！
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

る
前
に
〜
病
院
編

並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
８
）【
講

１４

師
】
ご
も
く
会
代
表
・
武
田
冨

乃
さ
ん
【
定
員
】
一
五
名
（
先

着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
杉

並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
・　

５
FAX

３
０
６
‐
６
５
９
７
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２９

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
荻
窪
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）【
内
容
】お
話
と
調
理
実
演
、

試
食
【
講
師
】
荻
窪
保
健
セ
ン

タ
ー
管
理
栄
養
士
【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】

三
〇
名（
先
着
順
）【
参
加
費
】無

料
　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１３

６
時
〜
８
時　

分
【
内
容
】
ス

３０

ピ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
実
習

（
一
時
間
で
出
来
る
）【
講
師
】

杉
並
地
域
活
動
栄
養
士
【
参
加

費
】
一
〇
〇
〇
円
程
度
（
食
材

料
費
）【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
、
昼
間
は
時
間
が

と
れ
な
い
方
【
会
場
】
阿
佐
谷

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―　

）【
定
員
】
二
〇

４７

１７

名
（
先
着
順
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
へ
。

※
毎
月
第
二
木
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

�
栄
養
・
健
康
講
座 

体
を
あ
た
た
め
る
バ
ラ

ン
ス
食
―
冷
え
性
を
克

服
す
る

�
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル

ー
プ
支
援
事
業 

夜
間
健
康
料
理
教
室

〈生活習慣病予防教室〉
講      師内    容日    時

東京歯科大学助
教授　角田正健

働き盛りを襲
う歯周病

１２月５日�
午後１時３０分
　　　～３時

上井草保健セン
ター歯科衛生士

実技編
あなたにでき
る予防法

　　１１日�
午後１時３０分
　　　～３時

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

〈明るい選挙啓発ポスターコンクール作品展示会〉

会　場日　時

高井戸地域区民センター２
階ギャラリー（高井戸東３
‐７‐５）

１１月２８日�～１２月４日�
（１２月３日を除く）
　　午前９時～午後９時

区役所１階ロビー１２月１７日�～２１日�
午前８時３０分～午後５時

※いずれも、初日は午後１時から／最終日は午後３時
まで。

講
座
・

　

講
演

催
し

▲ワルシャワ少年合唱団

▲

ラ
ス
タ
ー
彩 
鳳
凰 
文
タ
イ
ル

ほ
う
お
う
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�
　

【
勤
務
内
容
】
施
設
に
通
所

す
る
要
介
護
高
齢
者
の
健
康
管

理
、
身
辺
や
食
事
な
ど
の
介
助

【
応
募
条
件
】
高
齢
者
福
祉
に

熱
意
の
あ
る
方
で
看
護
婦（
士
）

ま
た
は
準
看
護
婦
（
士
）
の
資

�
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 

看
護
婦
（
士
）
非
常
勤

職
員

（ 福 ）

格
を
有
す
る
方【
勤
務
時
間
等
】

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
週
二
〜

三
日
、
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
の
う
ち
一
日
六
時
間
を

限
度
【
時
給
】
一
五
〇
〇
円

【
勤
務
場
所
】
高
円
寺
北
、
清

水
、
下
井
草
、
荻
窪
、
上
荻
の

各
ふ
れ
あ
い
の
家
の
い
ず
れ
か

【
募
集
人
数
】
若
干
名

　

申
し
込
み
は
、　

月
５
日（
必

１２

着
）
ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送
か

持
参
で
、社
会
福
祉
協
議
会（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
７
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

１６の
場
合
は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
議
会

�
５
３
０
６
‐
１
０
１
０
へ
。

�
　

次
の
地
域
で
自
己
居
住
用
住

宅
を
耐
火
建
築
物
等
に
建
替
え

不
燃
化
促
進
住
宅
入
居
者

る
場
合
、
空
室
が
あ
れ
ば
工
事

期
間
中
の
一
時
移
転
先
と
し
て

不
燃
化
促
進
住
宅
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

【
対
象
地
域
】
蚕
糸
試
験
場

跡
地
周
辺
地
区
、
気
象
研
究
所

跡
地
周
辺
地
区
、
環
状
八
号
線

不
燃
化
促
進
区
域
、
天
沼
三
丁

目
地
区
、
防
火
地
域
、
杉
並
区

防
災
都
市
づ
く
り
調
査
に
お
け

る　

町
丁
目
等
【
利
用
住
宅
】

１２
和
田
住
宅（
和
田
３
―　

―　

）

４１

２７

馬
橋
住
宅
（
阿
佐
谷
北
５
―
８

―　

）【
月
額
家
賃
】
２
Ｄ
Ｋ
＝

１６
五
万
円
、３
Ｄ
Ｋ
＝
七
万
円（
別

途
共
益
費
月
額
二
四
〇
〇
円
）

【
空
室
へ
の
申
込
期
間
】
毎
月

１
日
〜　

日
ま
で
の
平
日
。
申

１０

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
区
整
備
担
当
へ
。

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

【
日
時
】　

月
５
日
�
午
後

１２

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
建

築
監
理
係
へ
。

※
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
お

持
ち
下
さ
い
。

�
　

敬
老
会
館
で
は
、
定
期
的
に

利
用
を
希
望
す
る
団
体
を
対
象

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
の

方
、
敬
老
会
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

�
　

年
の
瀬
が
近
く
な
る
と
、
大

掃
除
な
ど
の
こ
と
で
頭
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
方
、
こ
の
講
座
で

す
っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

【
日
時
・
テ
ー
マ
】
�　

月
１２

　

日
�
＝
衣
類
の
収
納
大
作
戦

１１�　

日
�
＝
一
日
で
で
き
る
大

１８
掃
除
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
４
時（
計
二
回
）【
会
場
】

消
費
者
セ
ン
タ
ー
【
講
師
】
消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
小
林

昌
子
さ
ん
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月
３
日
（
必
着
）
ま
で
に

１２
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）へ
。

３６

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座 

正
月
を
す
っ
き
り
迎
え

よ
う

�
　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２８

１
時　

分
〜
３
時
【
会
場
】
阿

３０

佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
（
阿
佐

谷
北
１
―
２
―
１
）【
講
師
】
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
寺

田
勇
人
【
定
員
】
三
〇
名
程
度

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料　

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

�
３
３
３
８
‐
８
６
３
０
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１６

　

時
〜
午
後
３
時　

分【
会
場
】

１０

３０

塚
山
公
園
内
み
ど
り
の
相
談
所

（
下
高
井
戸
５
―　

―　

）【
内

２３

１２

容
】
生
け
垣
に
関
す
る
講
義
、

造
成
見
学
、 
剪 
定
実
技
【
講
師
】

せ
ん

区
内
造
園
家
【
対
象
】
区
内
在

住
の
方
【
定
員
】
二
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

�
家
族
介
護
教
室 

高
齢
者
の
視
力
･
聴
力

の
衰
え
に
つ
い
て

�
み
ど
り
の
講
座

生
け
垣
の
つ
く
り
方
と
剪
定

せ
ん
て
い

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
消
印
有
効
）

１１

３０

ま
で
に
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の

係
へ
（
直
接
会
場
に
は
送
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
）。申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

�
　

心
身
に
障
害
が
あ
り
、
一
人

で
外
出
出
来
な
い
方
の
移
動
を

助
け
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
・
内
容
】
下
表
の
と

お
り
【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
対
象
】

２３

１５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の

あ
る
方
【
参
加
費
】
一
講
座
一

〇
〇
〇
円
【
定
員
】
各
講
座
二

〇
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
Ｂ
Ａ
セ

ン
タ
ー
�
５
３
４
９
‐
８
４
６

１
へ
。

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
入
門
編

〈ボランティア養成講座「ガイドヘルプ入門編」〉
内　容／講　師日　時講座名

・ボランティアの必要性／ＲＢＡセンター　佐藤克代
・高齢者、痴呆傾向者の対応／看護婦　西米千代

１２月８日�
午前９時３０分～
　　　　　正午

高齢者・痴呆傾
向者のガイドヘ
ルプ

・交流からの始まり／日本障害者リハビリ協会　渡辺禮司
・ボランティアの障害者への関わり／あけぼの作業所　職員
・知的障害児・者の対応／杉並つくしんぼ会　須田さよ子

　　８日�
午後１時３０分～
　　　　　４時

知的障害児・者
のガイドヘルプ

・障害の理解とその配慮／東洋大学院社会学研究科　鯉沼裕二
・視覚障害児・者の対応／杉並視覚障害者福祉協会　矢沢修二・米倉則子

　　９日�
午後１時３０分～
　　　　　４時

視覚障害児・者
のガイドヘルプ

に
一
年
に
一
回
抽
選
を
行
い
、

翌
年
度
一
年
間
の
敬
老
会
館
の

使
用
枠
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、　

年
度
分
の
敬
老

１４

会
館
の
抽
選
参
加
申
請
（
団
体

利
用
申
請
）を
受
け
付
け
ま
す
。

　

【
敬
老
会
館
を
利
用
で
き
る

団
体
】　

歳
以
上
の
区
民
の
方

６０

が
構
成
員
の
八
割
以
上
で
あ

り
、
五
人
以
上
で
構
成
す
る
団

体
。
た
だ
し
、
五
人
未
満
で
も

抽
選
後
の
あ
き
枠
を
使
用
で
き

ま
す
の
で
申
請
を
お
勧
め
し
ま

す
【
使
用
料
】
無
料
【
申
請
期

間
】　

月　

日
�
〜　

月　

日

１１

２１

１２

１９

�
【
申
請
先
】
使
用
を
希
望
す

る
敬
老
会
館
【
抽
選
日
】　

年
１４

２
月
（
敬
老
会
館
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

　

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
書

配
布
場
所
は
、
高
齢
者
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
５
�
３
３
３
１
‐
９
２
１

１
）
ま
た
は
各
敬
老
会
館
へ
。

�
　

区
民
の
方
が
住
宅
の
修
繕
や

増
築
を
行
う
た
め
の
資
金
の
融

資
を
、
区
内
の
金
融
機
関
な
ど

に
低
利
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
対
応
工
事
、
耐
震

改
修
工
事
な
ど
は
特
に
利
率
が

優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

【
内
容
】
下
表
の
と
お
り

　

問
い
合
わ
せ
は
、住
宅
課
へ
。

�
　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
心
身

障
害
者
を
、
家
族
な
ど
が
病
気

な
ど
で
一
時
的
に
介
護
で
き
な

い
時
に
、
区
が
委
託
し
た
施
設

で
一
時
保
護
す
る
も
の
で
、
利

用
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。

　
　

月
１
日
か
ら
は
、
在
宅
の

１２
�
リ
フ
ォ
ー
ム
や
増
築
に

住
宅
修
築
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん

心
身
障
害
者
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ

心
身
障
害
者
で
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
方
の
た
め
に
、
病
院
で

の
入
院
に
よ
る
保
護
を
開
始
し

ま
す
。

　

【
施
設
】
東
京
衛
生
病
院

（
天
沼
３
―　

―
３
）【
対
象
】

１７

区
内
在
住
で
、
愛
の
手
帳
ま
た

は
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方

【
定
員
】
一
名
【
利
用
期
間
】

五
日
ま
で
（
理
由
に
よ
っ
て
は

一
五
日
ま
で
可
）【
費
用
】
健
康

保
険
で
定
め
ら
れ
た
自
己
負
担

分
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

障
害
者
福
祉
係
ま
た
は
各
福
祉

事
務
所
（
東
＝
和
田
２
―
７
―

７
�
３
３
８
１
‐
０
１
１
１
／

西
＝
天
沼
３
―　

―　

�
３
３

３０

４０

９
８
‐
９
１
０
４
／
南
＝
高
井

戸
東
４
―　

―　

�
３
３
３
２

１０

２６

‐
７
２
２
１
）
へ
。

※
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
い
方

は
、い
た
る
臨
床
発
達
指
導

セ
ン
タ
ー（
天
沼
１
―　

―
１５

　

）ま
た
は
東
京
家
庭
学
校
・

１８光
ホ
ー
ム（
高
井
戸
東
２
―

３
―
４
）を
利
用
で
き
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈住宅修築資金融資あっせん〉

・３００万円
・高齢者などが同居する世帯、耐震改修工事は５００万円限度額

・修繕＝基礎・土台・外壁・屋根・台所・浴室・便所などの修
繕、内部の模様替え、高齢化対応工事、耐震改修工事、マ
ンションの共用部分の改修など

・増築＝建築確認済証が必要
・住宅の延べ床面積＝１６５�（高齢者同居などの場合は
２４０�）以下であること

工事内容

・区内に１年以上住所があり、自己所有の住宅（配偶者ま
たは直系親族が所有する住宅を含む）に居住している
こと

・同居または同居予定の直系親族も可
・年齢＝申込時に満２０歳以上、返済完了時に７０歳未満
（子・孫などが連帯債務者になる場合は７０歳以上も可）
・所得＝前年の総所得金額が１００万円以上１２００万円未満
・住民税を滞納していないこと

申込者の
要件

・本人負担利率＝１.３９％（心身に障害のある方などが同
居する世帯、高齢化対応工事、耐震改修工事は０.９３％）

・返済期間＝７年以内（３００万円を超える場合は１０年以
内）

・連帯保証人が１名必要
・融資額３００万円を超える場合は物的担保が必要

融資の
　　条件

※利率は変更になる場合があります。

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１２月のクリーンサイクルの販売日
１２月３日�午後１時～。のぼり旗のある自転車販売
協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。一台９０００
円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
�問い合わせ：� 杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

掲示板

　

健
康
学
園
は
、
南
伊
豆
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
健
康
の
回
復

と
体
力
の
増
進
を
図
り
な
が
ら

学
ぶ
、
全
寮
制
の
学
園
で
す
。

磯
学
習
、
山
登
り
、
ホ
タ
ル
や

星
を
見
る
会
な
ど
、
都
会
で
は

得
ら
れ
な
い
自
然
と
の
か
か
わ

り
を
数
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
区
内
の
小
学
校
と
同

じ
内
容
の
勉
強
を
、
少
人
数
学

級
の
特
色
を
生
か
し
た
き
め
細

か
な
指
導
で
行
い
ま
す
。
自
ら

学
習
す
る
力
や
、
自
立
性
、
社

会
性
を
育
て
、
学
習
面
で
の
力

も
着
実
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

【
入
園
対
象
】
区
立
小
学
校

に
在
学
す
る
三
〜
六
年
生
（
現

二
〜
五
年
生
）
で
、
肥
満
、
ぜ

ん
息
、
偏
食
、
虚
弱
の
児
童

【
入
園
期
間
】　

年
４
月
〜　

１４

１５

年
３
月
【
費
用
】
月
額
約
二
万

八
〇
〇
〇
円
（
食
費
・
雑
費
）

【
入
園
申
込
み
】　

年
２
月
４

１４

日
ま
で
に
各
学
校
へ

◇
入
園
説
明
会

　

【
日
時
】　

月
４
日
�
午
後

１２

２
時
〜
【
会
場
】
区
役
所
西
棟

一
〇
階
Ａ
会
議
室
【
内
容
】
学

園
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
と
学
園
職

員
に
よ
る
生
活
・
学
習
の
説
明

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ

◇
現
地
見
学
会

　

【
日
時
】　

年
１
月　

日
�

１４

２６

〜　

日
�
（
一
泊
二
日
往
復
バ

２７
ス
利
用
）【
定
員
】
対
象
児
童
と

保
護
者
の
計
五
〇
名【
参
加
費
】

五
〇
〇
〇
円
程
度
（
食
費
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
保
護
者
名
・
電
話
番
号
・

児
童
名
・
学
校
名
・
学
年
・
入

園
希
望
理
由
を
書
い
て
、
１
月

９
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
学
務

課
就
学
奨
励
係
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」

バ
ス
停
２
カ
所
新
設

　

阿
佐
ケ
谷
・
浜
田
山
間
を
結

ぶ
南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」
の
路

線
に
、
区
民
の
方
々
か
ら
の
ご

要
望
の
高
か
っ
た
二
つ
の
バ
ス

停
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

新
バ
ス
停
名
称
・
番
号

▽
水
道
局
営
業
所
前
・　

‐
２

２９

…
水
道
局
杉
並
東
営
業
所
の
前

（
阿
佐
ケ
谷
駅
行
き
の
み
停
車

し
ま
す
）

▽
成
田
西
幼
稚
園
前
・　

‐
２

１１

…
五
日
市
街
道
か
ら
少
し
南
に

入
っ
た
場
所
（
浜
田
山
駅
行
き

の
み
停
車
し
ま
す
）

※
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
停
の
番
号

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

新
設
バ
ス
停
は　

月
１
日
か

１２

ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
京
王
バ
ス

永
福
町
営
業
所
�
５
３
０
０
‐

６
０
１
１
ま
た
は
交
通
対
策
係

へ
。

�
国
民
健
康
保
険 

会
社
な
ど
の
健
康
保
険

に
加
入
で
き
る
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な

ど
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
を
対
象
と
し
た
制
度
で

す
。

　

次
の
�
�
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
は
、
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
に
な
れ
ま
す
の
で
、
勤

務
先
な
ど
へ
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
健
康
保
険
加
入
者
本
人
か
ら

見
て
、
二
親
等
内
ま
た
は
同
一

世
帯
三
親
等
内
の
親
族

�
年
収
が
一
三
〇
万
円
未
満

（　

歳
以
上
の
方
ま
た
は
障
害

６０
年
金
を
受
給
す
る
程
度
の
障
害

が
あ
る
方
は
一
八
〇
万
円
未

満
）
の
方

　

な
お
、
会
社
な
ど
か
ら
健
康

保
険
証
が
交
付
さ
れ
次
第
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
区
民
事

務
所
・
分
室
・
荻
窪
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
で
資
格
喪
失
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係
へ
。

郵
便
に
よ
る 

不
在
者
投
票
制
度

　

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た

は
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を
お
持

ち
の
方
で
、
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
し
、
自
筆
で
文
字
を
書

け
る
方
は
、
郵
便
を
利
用
し
て

自
宅
な
ど
で
投
票
で
き
ま
す
。

①
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能

の
い
ず
れ
か
の
障
害
程
度
が
一

級
ま
た
は
二
級
（
特
別
項
症
か

ら
第
二
項
症
）
の
方

②
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
い

ず
れ
か
の
障
害
程
度
が
一
級
ま

た
は
三
級
（
特
別
項
症
か
ら
第

三
項
症
）
の
方

　

た
だ
し
、
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
障
害
名
・
等
級
に
よ
っ

て
は
「
障
害
の
程
度
に
つ
い
て

の
都
知
事
の
証
明
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

申
請
手
続
・
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す

　
【
対
象
】接
種
日
現
在
満　

歳
６５

以
上
の
希
望
者
【
期
間
】　

月
１１

　

日
〜　

年
２
月　

日
ま
で

２０

１４

２８

【
回
数
】
期
間
中
一
回
【
費
用
】

二
二
〇
〇
円
（
別
途
区
が
医
療

機
関
に
補
助
を
し
ま
す
）

　

希
望
者
は
、
保
険
証
な
ど
住

所
・
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
持

参
し
て
区
内
の
登
録
医
療
機
関

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。
費
用
は

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

登
録
医
療
機
関
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
お
近
く
の
医
療
機
関

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
医

療
機
関
一
覧
が
保
健
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
事
務
所
、
区
民
事
務

所
、
区
役
所
一
階
保
健
福
祉
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
敬
老
会
館
に
あ

り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
保
健
予
防
課
�
３
３
９
１
‐

１
０
２
５
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

※
�
生
活
保
護
受
給
の
方
は
費

用
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
�　

歳
以

６０

上　

歳
未
満
で
心
臓
、腎
臓
、

６５
呼
吸
器
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
免

疫
機
能
、
の
い
ず
れ
か
に
身

体
障
害
者
手
帳
一
級
程
度
の

障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
提
示
ま
た
は
医
師
の
証

明
が
可
能
な
方
も
接
種
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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★
介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ
�
★

　

エ
イ
ズ
の
感
染
者
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
昨
年
一
年
間

に
新
た
に
報
告
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
は
全
国
で
七
八
九
人
、

そ
の
う
ち
都
内
は
三
〇
八
人
で

全
国
の
お
よ
そ
四
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

◇
エ
イ
ズ
は
予
防
で
き
ま
す

　

近
年
、
感
染
原
因
の
大
半
は

性
行
為
に
よ
る
も
の
で
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
平
均
一
〇

年
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

自
分
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
か
な
い
ま
ま
人
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た

め
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
誰
で
も

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
感
染
ル
ー
ト
は
限

ら
れ
て
い
る
の
で
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

▽
主
な
感
染
経
路
は
…

�
性
行
為
に
よ
る
感
染
�
血
液

を
介
し
て
の
感
染
�
母
子
感
染

▽
エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
に
は
…

　

安
全
な
性
行
動
を
心
が
け
、

不
特
定
多
数
の
相
手
と
の
性
的

接
触
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
コ
ン

ド
ー
ム
は
感
染
予
防
に
有
効
で

す
。
正
し
く
使
う
こ
と
に
よ
り

梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
な
ど
の
性
感
染
症
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。　
　
　

◇
早
期
発
見
で
病
気
の
進
行
や

発
病
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無

料
・
匿
名
で
、
エ
イ
ズ
の
相
談

や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
検
査
は
、
感
染
の
有

無
を
正
確
に
判
断
す
る
た
め

に
、
感
染
の
可
能
性
が
思
い
当

た
る
日
か
ら
三
カ
月
以
上
過
ぎ

て
か
ら
受
け
て
下
さ
い
（
希
望

に
よ
り
性
感
染
症
の
検
査
も
受

け
ら
れ
ま
す
）。結
果
は
本
人
に

直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

▽
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課
�

３
３
９
１
‐
１
０
２
５
▽
各
保

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
／
高
井
戸
�
３

３
３
４
‐
４
３
０
４
／
高
円
寺

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
／
上

井
草
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２

／
和
泉
�
３
３
１
３
‐
９
３
３

１
）

▽
東
京
都
南
新
宿
検
査
・
相
談

室
【
検
査
・
相
談
時
間
】
午
後

３
時
〜
８
時【
予
約
受
付
時
間
】

午
後
３
時　

分
〜
７
時【
電
話
】

３０

３
３
７
７
‐
０
８
１
１
（
予
防

月
間
中
は
土
・
日
・
祝
日
も
検

査
・
相
談
が
可
能
で
す
）【
検
査
・

相
談
時
間
】
午
後
１
時
〜
５
時

【
予
約
受
付
時
間
】
午
後
１
時

〜
４
時　

分
【
電
話
】
３
３
７

３０

７
‐
０
８
７
９

◇
エ
イ
ズ　

時
間
電
話
相
談

３６

　

エ
イ
ズ
の
様
々
な
質
問
や
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

【
相
談
日
】　

月
１
日
�
午

１２

前　

時
〜
２
日
�
午
後　

時

１０

１０

【
電
話
】
▽
総
合
相
談
�
３
２

９
２
‐
９
０
９
０
▽
感
染
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
�
５
２
５
９
‐
０

６
１
９
▽
英
語
に
よ
る
相
談
�

５
２
５
９
‐
０
２
５
６
▽
ゲ
イ

に
よ
る
相
談
�
５
２
５
９
‐
０

７
５
０
▽
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
よ
る

相
談
�
５
２
５
９
‐
０
２
５
９

【
問
合
せ
】
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
人
権
・

情
報
セ
ン
タ
ー
�
５
２
５
９
‐

０
６
２
２

�　

月　

日
〜　

月　

日 

１１

１６

１２

１５

東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都都都都都
エエエエエエエエエエエエエエエエ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ズズズズズズズズズズズズズズズズ
予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防
月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間
でででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすす

東
京
都
エ
イ
ズ
予
防
月
間
で
す

● ● ● 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド保養施設ガイド ● ● ●
休館日申込方法料　　金施　　設

２月
１２～１４日

２月の優先利用申し込み（湯河原
すぎなみ荘）
　２月は、一度も当選したことの
ない方の優先申し込みがありま
す。申し込みのできる方は、平成
１３年４月～１１月に一度も当選し
たことがなく、干支マーク入りの
落選ハガキ（住所・氏名が同一の
もの）をお持ちの方のみです。
　申し込みは「優先使用申込書」
と落選ハガキ５枚を同封のうえ、
専用封筒で１２月１日～１７日（必
着）までに郵送または区役所窓口
へ持参。１２月２０日に抽選。

２月の利用申し込み
　専用ハガキで１２月１日～１７日
（必着）までに郵送または区役所
内窓口へ持参。１２月２０日に抽選。
空室受付（１月４日～１月３１日
分）
　１２月３日から利用日の前日ま
で、電話または区役所内窓口で受
け付けます。
すぎなみ自然村の団体申し込み
　１４年４月以降の団体利用受付
は、運営方法を変更するため、
一時中止します。

１泊２食
大　人５６００円
子ども３３００円

すぎなみ荘
（〒２５９‐０３１４神奈川県足柄
下郡湯河原町宮上字入谷２７９）
�０４６５‐６２‐４８０５

２月
１２～１４日

同　上本館

すぎなみ自然村
（〒３７７‐０８０１
群馬県吾妻郡
吾妻町大字原町
字岩櫃山４３９９）
�０２７９‐６８‐５３３８

基本料金
（１棟１泊）
１８００円～
１泊食事なし
大　人３６００円
子ども１８００円

ログハウス

冬期閉鎖中キャンプ場

なし
１月の利用申し込み
　学校使用日以外は１２月１０日か
ら使用日の前日まで、電話または
区役所内窓口で受け付けます。な
お、１２月１０日は電話のみの受け付
け（受付順）となります。
菅平学園の冬期一般利用
１月から３月は学校の移動教室
の期間ですが、学校が使用しない
宿泊室は、一般利用できます。
１月７～９日（全室）、１０～１１日
（各５室）、１６～１８日（各５室）。

１泊２食
大　人５０００円
子ども３３００円

菅平学園
（〒３８６‐２２０１長野県小県郡
真田町大字長字十ノ原１２７８）
�０２６８‐７４‐２２４０

校
外
施
設

なし

富士学園
（〒４０１‐０５１１山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）
�０５５５‐８４‐７０３１

なし
１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

弓ケ浜学園
（〒４１５‐０１５２静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字新田谷戸７８１）
�０５５８‐６２‐３１８７

１月９日

教職員研修所「秋川荘」
（〒１９０‐０１６４
東京都あきる野市五日市１００３）
�０４２‐５９６‐０６９３
※年末年始（１２月２９日～１月３日）の食事付料金は１０００円増しになります。
※「専用ハガキ」および「優先使用申込書と専用封筒」は、区役所、区民事務所、地域区民センタ
ー、区民集会所、サービスコーナー、高齢者活動支援センターにあります。
問い合わせおよび郵送先＝近畿日本ツーリスト杉並区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜、日曜、祝日は除く）。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ／／／／／／／／／／／／／／／／ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＡＩＤＳ／ＨＩＶ

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

エ
イ
ズ
に
つ
い
て 

どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ど
れ
だ
け
ご
存
知
で
す
か

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
医

療
や
保
健
、
福
祉
の
専
門
家

で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
が
ら
地
域
で
生
活
し
て
い

く
方
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て

主
に
次
の
仕
事
を
し
ま
す
。

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

相
談
に
の
り
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
と

き
や
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
を
変
え
た
い
と
き
に
は
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
）
を
作
成
し
ま
す

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
利

用
者
や
家
族
に
困
っ
て
い
る

こ
と
や
希
望
を
お
聞
き
し
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
の
連
絡
・
調
整
も
行
い

ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
は
、

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
介
護
保
険
の
申
請
手
続
き

を
代
行
し
ま
す

　

本
人
や
家
族
が
要
介
護
認

定
申
請
な
ど
、
介
護
保
険
の

手
続
き
が
で
き
な
い
と
き

は
、
代
わ
っ
て
手
続
き
を
し

ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
頼
む

と
き
は
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

は
、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
ケ
ア

　

、
福
祉
事
務
所
、
区
役
所

２４の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

認
定
申
請
の
手
続
き
を
さ
れ

た
と
き
に
も
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
へ
。
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を
書
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会

の
前
日
ま
で
に
区
ラ
イ
フ
ル
射

撃
協
会
・
全
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

３
高
円
寺
南
４
―　

―
１
中
村

２２

ビ
ル
３
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
・

全
�
・　

３
３
１
８
‐
０
１
２

FAX

０
へ
。

�
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

気
軽
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

〜
体
を
引
き
締
め
た
い

あ
な
た
へ
〜

　

【
日
時
】　

月
６
日
�
午
前

１２

９
時
〜　

時
【
会
場
】
上
井
草

１１

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
上
井
草
３
―

　

―
１
）【
対
象
】
区
内
在
住
・

３４在
勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】
三

〇
名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
四

〇
〇
円
（
入
場
料
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

０
‐
５
７
０
７
へ
。

※
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中
は
一
般
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

中
高
年
の
た
め
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
〜
ら
く
ら
く

ス
ト
レ
ッ
チ
〜

　
　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

４０
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
簡
単
な
ス

ト
レ
ッ
チ
を
テ
ー
マ
に
運
動
し

ま
す
。

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前
９

１２

１９

時
〜　

時
【
会
場
】
上
井
草
ス

１１

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
の　

歳
以
上
の
方【
定

４０

員
】二
〇
名
【
参
加
費
】
四
〇
〇

円
（
入
場
料
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日（
必
着
）
ま
で
に

１１

３０

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
２
３
上
井
草
３

１６７

―　

―
１
）へ
。申
し
込
み
多
数

３４
の
場
合
は
、
抽
選

　

日
曜
日
、
宮
前
に
あ
る
ジ
ム
で
汗
を
流

し
た
後
に
西
荻
窪
へ
寄
り
道
す
る
こ
と
が

多
い
。
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
車
を 
駐 
め
と

て
、
あ
た
り
を
ふ
ら
ふ
ら
と
散
歩
す
る
の

で
あ
る
。

　

お
昼
ど
き
に
や
っ
て
き
た
と
き
は
、
こ

の
町
で
と
る
昼
食
が
、
ま
ず
第
一
の 
愉 
し
た
の

み
と
な
る
。
僕
が
よ
く
行
く
の
は
蕎
麦
の

「 
鞍
馬 
」、
そ
れ
か
ら
ラ
ー
メ
ン
の
「
ま
る

く
ら
ま

家
」
と
い
う
店
。
西
荻
の
南
口
は
ラ
ー
メ

ン
の
名
店
が
密
集
す
る
地
域
だ
が
、
実
は

〝
ツ
ユ
の
あ
る
メ
ン
〞
と
い
う
の
は
、
そ

れ
ほ
ど
好
き
な
方
で
は
な
い
。
南
口
の
タ

テ
筋
の
路
地
を
し
ば
ら
く
下
っ
た
あ
た
り

に
あ
る
「
ま
る
家
」
に
は
、「
皿
ラ
ー
メ

ン
」
と
い
う
、
汁
ナ
シ
の
中
華 
麺 
に
チ
ャ

め
ん

ー
シ
ュ
ー
や
ネ
ギ
の
小
片
を
和
え
た
…
よ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
気
に

入
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
、
こ
こ
の
「
温

野
菜
」
は
実
に 
旨 
い
。
寡
黙
な
店
主
と
、

う
ま

マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
に
並
ん
だ
雑
誌
「
サ
ラ

イ
」
の
雰
囲
気
も
よ
く
馴
染
ん
で
い
る
。

　

駅
の
高
架
下
に
あ
る
靴
屋
の
「
ト
ヨ
ダ

ヤ
」
は
、
浅
草
の
仲
見
世
に
本
店
を
も
つ

店
で
、
こ
こ
の
息
子
と
僕
は
学
校
の
同
級

生
。
彼
が
浅
草
の
店
か
ら
時
折
西
荻
の
店

に
や
っ
て
く
る
と
、
連
れ
だ
っ
て
南
口
の

駅
前
に
広
が
る 
呑 
み
屋
街
に
繰
り
出
す
こ

の

と
に
な
る
。

　

戦
後
の
闇
市
が
源
と
い
う
、
小
店
が
ひ

し
め
き
合
っ
た
呑
み
屋
横
丁
は
、
隣
り
の

吉
祥
寺
の
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
と
並
ん
で
、
中

央
線
沿
線
の
〝
西
の
下
町
〞
風
情
が
色
濃

く
漂
っ
て
い
る 
界
隈 
だ
。
こ
う
い
う
ブ
ロ

か
い
わ
い

ッ
ク
は
、
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
な

ど
に
変
わ
ら
ず
、
残
っ
て
い
て
欲
し
い
と

思
う
。

　

さ
て
、こ
の
町
で
ラ
ン
チ
を
と
っ
た
後
、

夏
場
は
三
井
住
友
銀
行
並
び
の
「
ぼ
ぼ
り

牧
場
」
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
味
わ
う
、

と
い
う
の
が
、
ほ
ぼ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
し
ぼ
り
た
て
牛
乳
を
そ
の
ま
ま 

ジ
ェ
ラ
ー
ト
化
し
た
よ
う
な
こ
こ
の
ア
イ

ス
を
初
め
て
食
べ
た
と
き
、
こ
れ
ほ
ど 
旨 うま

い
ア
イ
ス
が
ま
だ
あ
っ
た
の
か
…
と
、
わ

が
味
覚
を
疑
っ
た
。
そ
し
て
夏
場
は
、「
鞍

馬
」
の
裏
路
地
、
喫
茶
「
ダ
ン
テ
」
の
濃

厚
な
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
も
飲
み
た
い
し
、

甘
味
処
「
甘
い
っ
子
」
の
氷
イ
チ
ゴ
や
豆

カ
ン
も
捨
て
難
い
。
ハ
シ
ゴ
し
て
オ
ナ
カ

が
ガ
ボ
ガ
ボ
に
な
っ
た
り
す
る
。

　

西
荻
駅
南
口
の
路
地
の
一
帯
に
は
、
趣

き
の
あ
る 
骨
董 
屋
も
多
い
。
本
格
的
な
ア

こ
っ
と
う

ン
テ
ィ
ー
ク
に
は
う
と
い
の
だ
が
、
先
の

「
ま
る
家
」
の
筋
に
あ
る
骨
董
屋
の
店
先

で
昭
和
三
〇
年
代 
頃 
の
「
マ
ツ
ダ
乾
電
池

ご
ろ

ラ
ン
プ
」
と
、
往
年
の
長
嶋
選
手
が
語
り

手
を
つ
と
め
る
「
明
治
製
菓
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
」
の
宣
材
ソ
ノ
シ
ー
ト
を
見
つ
け
て
ゲ

ッ
ト
し
た
。
ち
な
み
に
長
嶋
ソ
ノ
シ
ー
ト

の
方
は
、
一
刻
も
早
く
聴
き
た
い
の
だ
け

れ
ど
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
手
元
に

な
く
て
、残
念
な
が
ら
ま
だ
聴
け
な
い
。　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景

な
ど
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

西
荻
そ
ぞ
ろ
歩
き

泉
麻
人（
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
）…
�

�

�

�

�

�������������������������������

�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

初
級
向
け
ダ
ン
ス
ス
ポ

ー
ツ
講
習
会
（
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
）

　

【
日
時
】　

年
１
月　

日
〜

１４

１９

２
月　

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後

２３

３
時
〜
５
時
（
全
六
回
・
区
共

催
）【
会
場
】
永
福
和
泉
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
（
和
泉
３

―
８
―　

）【
対
象
】区
内
在
住
・

１８

在
勤
・
在
学
で
初
級
程
度
の
方

【
定
員
】男
女
各
一
五
名
【
参
加

費
】
六
回
コ
ー
ス
三
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１２

２５

杉
並
区
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
協

会
・
伊
藤
昌
子
（
〒　

‐
０
０

１６８

６
４
永
福
４
―
８
―
７
）
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
会
・

伊
藤
�
３
３
２
１
‐
２
２
７
３

へ
。

※
当
日
は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
持

参
の
こ
と

杉
並
区
ラ
イ
フ
ル
射
撃

選
手
権
大
会

　

【
日
時
】
�　

月
９
日
�
＝

１２

ラ
イ
フ
ル
・
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル

�　

月　

日
�
＝
ビ
ー
ム
ラ
イ

１２

２４

フ
ル
／
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
区
共
催
）

【
会
場
】
�
神
奈
川
県
伊
勢
原

射
撃
場
�
荻
窪
体
育
館
（
荻
窪

３
―　

―
２
）【
種
目
】
�
Ｓ
Ｆ

４７

Ｒ
―
３
Ｐ　

、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
―
３
Ｐ

１２０

　

、
Ｓ
Ｆ
Ｒ
―
Ｐ　

、
Ａ
Ｒ
―

６０

６０

Ｓ　

、
Ａ
Ｒ
―
Ｌ
Ｓ　

、
Ａ
Ｒ

６０

４０

―
Ｐ　

、
Ａ
Ｐ
―　

、
Ｈ
Ｒ
―

６０

６０

　

�
Ｂ
Ｒ
―
Ｓ　

、
Ｂ
Ｒ
―
Ｆ

６０

４０

　

（
成
年
男
女
）、
Ｂ
Ｒ
―
Ｆ
Ｊ

４０
　

（
少
年
）【
対
象
】
区
内
在

４０住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
参
加

費
】
�
Ｓ
Ｂ
の
部
＝
四
〇
〇
〇

円
、
Ａ
Ｒ
の
部
＝
二
〇
〇
〇
円

�
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
＝
三
〇
〇

円
（
い
ず
れ
も
大
会
会
場
で
集

め
ま
す
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
「
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
（
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

ま
た
は
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
）
参

加
希
望
」
と
記
入
し
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号

ススポポーーツツ

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
０
‐
５
７
０
７
へ
。

※
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中
は
一
般
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

��★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就

業
支
援
講
習

【
期
間
】
２
月
５
日
�
〜　

日
２０

�
（
七
日
間
）【
時
間
】
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
【
会
場
】
東
京

都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

（
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―　

―
１０

３
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
）【
コ

ー
ス
名
】
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス

【
対
象
】　

歳
以
上
で
、
講
習

６０

終
了
後
、
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会

し
、
就
業
で
き
る
方
【
定
員
】

選
考
で
若
干
名
【
受
講
料
】
無

料
【
申
込
み
・
問
合
せ
】
往
復

◇
お
知
ら
せ

　
　

月　

日
�
和
田
堀
公
園

１１

２５

で
の
「
プ
ー
ル
で
魚
つ
り
」

は
、
事
情
に
よ
り
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

情 報

ハ
ガ
キ
（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例

参
照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

１７

ま
で
に
東
京
都
高
年
齢
者
事
業

振
興
財
団
（
〒　

‐
０
０
７
２

１０２

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―　

―
３

１０

�
５
２
１
１
‐
２
３
２
７
）

★
赤
十
字
家
庭
看
護
法
・
幼
児

安
全
法
講
習
会

　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
右

表
の
と
お
り
【
対
象
】
全
日
程

出
席
で
き
る
満　

歳
以
上
の
健

１５

康
な
方
（
遅
刻
・
早
退
・
子
ど

も
の
同
伴
は
不
可
）【
定
員
】
二

五
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

（
教
本
代
、
保
険
料
な
ど
）【
認

定
証
】
養
成
講
習
会
を
全
日
程

受
講
し
、
検
定
（
希
望
者
）
合

格
者
に
交
付
【
申
込
み
】
往
復

ハ
ガ
キ
（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例

参
照
）
に
生
年
月
日
、
職
業
、

希
望
す
る
コ
ー
ス
名
も
書
い

て
、
各
締
切
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
講
習
二
係
（
〒　

‐
８
５
４

１６９

０
新
宿
区
大
久
保
１
―
２
―

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

１５合
は
、
抽
選
。【
問
合
せ
】
同
支

部
�
５
２
７
３
‐
６
７
４
６

問合せ主な内容日　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

企画課条例に盛り込む
内容等の検討

１１月２８日�
午後６時～

第４回（仮称）自治基
本条例に関する区民懇
談会

地域課

（仮称）地域活
動支援条例制定
に向けての提言
のまとめ

１１月３０日�
午前１０時～

杉並の地域活動をすす
める区民懇談会

※日時は変更する場合があります。

◆リサイクルひろば高井戸１２月の講習会◆

締切日応募方法参加費募集人数日　　　時講習会名

―
電話で
先着順

１００円各日
３名

（１１月）２６日�、
２日�・８日�
午前１１時～

生ごみたい肥
相談コーナー

―６００円１０名
３日�・１７日�
午後１時３０分～

３時３０分

リフォーム相
談（着物から
簡単な洋服）

１１月２９
日必着

往復　
ハガキ３００円各回

１０名

８日��午後１
時～２時�２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習
おう

―

電話で
先着順

３００円
（部品代
実費）

６名８日�
午前１１時～正午

自転車の手入
れの方法

―
３００円
（部品代
実費）

１０名
８日�
午後１時３０分～

２時３０分

自転車のパン
クの直し方
（自宅で修理
する方法を教
えます）

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２
高井戸東３‐７‐４�３３３１‐４３６０）へ。4面ハガキ記入例参照（締
切日必着）。申し込み多数の場合は、抽選。

〈赤十字家庭看護法・幼児安全法講習会〉
内　容締切日日　時コース

高齢者のお世話
・寝たきりにならないた
めに

・痴呆性老人の理解など
病人の介護

・ 排泄 ・食事・体の拭き
はいせつ

方・洗髪・体の移動など

１１月
　２８日

１２月１２・１３・
１４日
午前９時～ 
午後５時

Ｉー３
家

介助員養成
講習会

１１月
　３０日

１４・１７・１８日
午前９時～
午後５時

Ｉー４
家

・体の移動・衣服の交換
・車椅子への移乗など

１２月
　５日

　　１９日
午前１０時～
午後４時３０分

Ｉー１２
家

一般講習会

・子どもに起こりやすい
　事故の予防と手当など

１２月
　３日

　　１５日
午後１時～
午後４時

Ｉー１１
幼

※会場＝Ｉー3家・Ｉー１１幼・Ｉー１２家＝日本赤十字社東京都支部（新宿区
大久保１‐２‐１５）／Ｉー４家＝武蔵野赤十字病院（武蔵野市境南町１
‐２６‐１）

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
��
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◇
式
典
・
表
彰
式
・
講
演

　

【
日
時
】　

月
８
日
�
午
後

１２

１
時
〜
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並（
梅
里
１
―　

―　

）【
内
容
】

２２

３２

�
式
典
・
障
害
者
自
立
生
活
者

等
表
彰
式
�
講
演
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
人
生
を 
拓 
く
」

ひ
ら

／
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
・
福
島
智

さ
ん

　

【
略
歴
】
昭
和　

年
兵
庫
県

３７

生
ま
れ
。
９
歳
で
失
明
し
、　
１８

歳
で
聴
力
を
失
う
。
母
の
令
子

さ
ん
が
両
手
六
本
の
指
を
用
い

て
の
「
指
点
字
」
を
考
案
す
る
。

　

都
立
大
学
大
学
院
終
了
後
、

金
沢
大
学
助
教
授
な
ど
を
経

て
、
本
年
４
月
か
ら
現
職
に
就

任
。
大
学
教
員
と
し
て
の
仕
事

の
ほ
か
、
盲
ろ
う
者
を
中
心
と

す
る
障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め

に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
ふ
れ
あ
い
美
術
展

　

【
日
時
】　

月
７
日
�
〜　

１２

１０

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）【
会

１０
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）【
内
容
】
障
害
者
の

２２

３２

皆
さ
ん
の
洋
画
・
日
本
画
・
写

真
・
工
芸
品
・
手
芸
品
の
展
示

（
区
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障

害
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
作
品

も
展
示
し
ま
す
）

◇
障
害
者
施
設
・
団
体
の
紹
介

　

【
日
時
】　

月　

日
�
〜　

１２

１０

２１

日
�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
会
場
】
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

【
内
容
】
パ
ネ
ル
展
示

☆

　

こ
れ
ら
の
催
し
は
、
障
害
者

の
団
体
を
中
心
と
し
た
実
行
委

員
会
が
開
催
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
施

策
課
へ
。

聞
い
て
学
ぶ
漢
字
の
あ

れ
こ
れ
―
視
覚
障
害
者

と
漢
字
の
知
識

　

音
声
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ

り
視
覚
障
害
者
も
普
通
の
文
字

を
読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
漢
字
を
形
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
意
味
や
使

い
方
か
ら
楽
し
く
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
視
覚
障
害
の
あ
る
方

休日などの急病診療など
土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電話でご相談くだ
さい。なお、平日夜間の小児科の急病診療は休止しました。

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

●日曜・祝日…午前９時～午後４時

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

�3391－1599外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�3398－5666歯 科

�3391－5539調 剤 薬 局

�

�

�

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

◆１２月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１３・２０日
午前９時～１０時３０分

４・１８日
午前９時～１０時３０分

１２・１９日
午前９時～１０時３０分

３・１７日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１０日
午後１時１５分～２時

１９日
午前９時～１０時

５日
午後１時３０分～３時

２１日
午後１時３０分～２時

１１日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

６・１３・２０日３・１０・１７・２５日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時

２０日（事前申込制）２５日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時
２０日午前１０時３０分～　
　　　　　１１時３０分

１４日
午後１時３０分～３時３０分

６日
午前１０時３０分～正午

５日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１０日午後１時１５分～２時３０分
１７日午前９時～１０時３０分　

１２・１９日
午前９時～１０時３０分

１２日
午前９時～１０時３０分

１０・１７日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

８日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会(阿佐谷南３‐３４‐３)　問い合わせは�３３９３‐０３９１へ。歯の健康相談（無料）

６日午後１時３０分～６日午後１時３０分～２８日午後１時３０分～５日午後２時～５日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２０日
午後１時３０分～

６日
午後１時３０分～

７・１４日
午後１時３０分～

１２日午後１時３０分～
２５日午前９時３０分～

２０日午後１時３０分～
２７日午前９時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

※診断書発行業務は保健予防課（予約専用�３３９１‐００３７）へ。※高円寺保健センターでは１４日�午後１時３０分から酒害相談（無料）も行います（電話で予約
を）。歯科相談は、常時各保健センターで行っています（電話で予約を）。

� �������������������������������������������������������������������������������������������������

や
関
係
者
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
８
日
�
午
後

１２

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
ス
ラ
ッ

シ
ュ（
荻
窪
５
―　

―
７
―　

）

１６

１０１

【
講
師
】元
文
京
盲
学
校
校
長
・

小
林
一
弘
さ
ん【
参
加
費
】無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

ス
ラ
ッ
シ
ュ
�
５
３
９
７
‐
０

６
４
４
へ
。

美
容
サ
ー
ビ
ス
無
料
招
待

　

【
日
時
】　

月
９
日
�
午
前

１２

　

時
〜
午
後
６
時
【
対
象
】
区

１０内
在
住
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
女
性
（
無
料
送
迎
あ

り
）【
内
容
】
シ
ャ
ン
プ
ー
・
カ

ッ
ト
・
ブ
ロ
ー
【
募
集
人
数
】

一
〇
名
程
度

　

申
し
込
み
は
、
フ
ァ
ク
ス
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・
障
害
の
程
度
・
利
用

希
望
時
間
・
送
迎
希
望
の
有
無

を
書
い
て
、　

月　

日
ま
で
に

１１

３０

バ
リ
ア
フ
リ
ー
美
容
室
「
ね
こ

の
手
」　

５
３
５
５
‐
６
６
５

FAX

１
へ
。
電
話
�
３
３
２
７
‐
７

７
７
９
で
の
申
し
込
み
も
可
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
美
容
室

へ
。

※
車
い
す
で
の
利
用
も
で
き
ま

す
。

　

月
９
日
は
「
障
害
者
の
日
」。

１２
　

月
３
日
〜
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

１２区
で
は
、
皆
さ
ん
に
障
害
者
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

�
障
害
者
の
就
労
を
支
援
�

人口／１万１０２８人（１４８増）
　男　／　　５４４１人（　４２増）
　女　／　　５５８７人（１０６増）
世帯／　　８８２１　（１２４増）

人口／５０万８７０５人（２２２増）
　男　／２４万６６８４人（１５９増）
　女　／２６万２０２１人（　６３増）
世帯／２６万９５８６　（２４８増）

人口と世帯
住
民
登
録

外
国
人
登
録

１３年１１月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万９７３３人（３７０増）

�１２月９日（日）は
　「障害者の日」です

� ����������

� ����������

― ひろげよう心の輪
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高
井
戸
東
３
丁
目
に
本
社

を
置
く
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ

ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
㈱
で
は
、

障
害
者
を
嘱
託
契
約
社
員
と

し
て
採
用
し
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
就

労
を
支
援
す
る
研
修
実
習
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
知

的
障
害
を
含
む
七
名
の
障
害

者
が
パ
ソ
コ
ン
実
習
な
ど
に

励
ん
で
い
ま
す
。

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

富
士
見
丘
小
の
二
年
生

が
、
近
所
の
畑
を
借
り
て
さ

つ
ま
芋
を
育
て
ま
し
た
。

　

畑
の
持
ち
主
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
助
け
を
借
り
て
、
９

月
に
は
三
〇
〇
本
の
り
っ
ぱ

な
お
芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
思
わ
ぬ

豊
作
に
大
喜
び
。
焼
き
芋
に

し
て
食
べ
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
か
ら
、

「
お
菓
子
を
作
っ
て
、
浴
風

園
の
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
よ
う
！
」
と
い
う
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

富
士
見
丘
小
学
校
は
、
老

人
ホ
ー
ム
浴
風
園
の
そ
ば
に

あ
り
、
一
五
年
以
上
前
か
ら

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　

月
６
日
、
子
ど
も
た
ち

１０
は
お
芋
で
茶
き
ん
絞
り
を
作

っ
て
、
浴
風
園
の
お
年
寄
り

に
届
け
ま
し
た
。
形
も
さ
ま

ざ
ま
な
手
づ
く
り
の
お
菓
子

で
す
が
、
小
さ
な
手
か
ら
渡

さ
れ
て
お
年
寄
り
は
に
っ
こ

り
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
菓

子
の
評
判
の
良
さ
に
、
照
れ

な
が
ら
も
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。

　

お
年
寄
り
の
一
人
、
梅
田

光
江
さ
ん
（　

歳
）
は
、
感

８４

激
を
詩
に
し
た
た
め
て
、
同

校
の
朝
礼
で
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
題
し
て
、『
お
ば
あ

さ
ん
の
手
と
み
ん
な
の
手
』。

「
小
さ
な
手
で
つ
く
っ
た
お

イ
モ
の
お
菓
子
／
小
さ
い
手

か
ら
大
き
な
手
へ
／
お
菓
子

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
…
お
ば
あ

さ
ん
は
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ

し
く
て
…
…
」
全
校
生
徒
か

ら
、
大
き
な
拍
手
が
わ
き
あ

が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
日
は
学
校
行
事
の

「
ふ
じ
み
っ
子
ま
つ
り
」。梅

田
さ
ん
ら
浴
風
園
の
方
の
ほ

か
、
日
ご
ろ
交
流
し
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
若
葉
会
の
方
々

と
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
遊

び
ま
し
た
。
植
え
付
け
や
楽

し
い
焼
き
芋
の
様
子

を
芝
居
な
ど
で
紹
介

し
た
あ
と
、
あ
や
と

り
や
輪
投
げ
を
し
た

り
、
み
ん
な
時
間
が

た
つ
の
を
忘
れ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
か

わ
い
い
小
さ
な
手
と

年
輪
を
刻
ん
だ
暖
か

い
大
き
な
手
と
の
交

流
が
続
い
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信

大
き
な
手
と

　
　
　

小
さ
な
手
…

富
士
見
丘
小
学
校

▲「ほ～らね」「わ～上手」

▲福島智さん


